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　春の日差しが注ぐ4月16日、峠地区の共同の
苗代作りが始まりました。フィリピンからお嫁
に来られたルーデスさん（右から2人目）も、

だんなさんの牧田信二さん（右から3人目）と
一緒に、地区の人達に交じって精を出していま
した。
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松代駅前整備に着手………………②

この春〃この人………・………・・…④

　（フレッシュさん紹介）

みんなのトピックス………………⑩

東京発、文芸……………・…・・…⑫⑬

お知らせ……………・…・・…………⑭
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平
成
八
年
度
の
開
業
を
目
指
す
「
ほ
く
ほ
く
線
」
の
駅
前
整
備
事
業
が
今
年

　
講
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
度
よ
り
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
事
業
で
は
、
「
ふ
る
さ
と
会
館
」
（
仮
称
）
の
建
設
と

　
講
㎜
一
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
駅
前
広
場
」
の
整
備
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
は
、
こ
れ
ら
の
駅
前
整
備
事
業
に

　
　
　
　
む

　
　
麟
物
　
　
　
に
つ
い
て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
魔

▲ふるさと会館（仮称）は、こんな建
　（ふるさと会館完成予想模型）

　
「
ふ
る
さ
と
会
館
」
（
仮
称
）
は
、

松
代
駅
舎
（
鉄
道
公
団
が
建
設
）
に

隣
接
し
て
建
設
さ
れ
、
利
用
者
の
利

便
を
図
る
と
共
に
、
町
民
の
交
流
の

場
と
し
て
多
種
多
様
な
利
用
を
目
的

に
建
設
さ
れ
る
も
の
で
、
総
工
費
は

約
六
億
円
。
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
三
階
建
て
述
べ
千
五
百
七
十
三

平
方
材
。
　
一
階
に
は
、
駅
舎
と
バ
ス

の
発
着
場
等
を
結
ぶ
通
路
が
造
ら
れ
、

そ
の
両
側
に
は
、
テ
ナ
ン
ト
入
居
用

（
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
予
定
）

の
ス
ペ
ー
ス
や
、
気
軽
に
集
い
交
流

が
で
き
る
広
場
、
特
産
品
コ
ー
ナ
ー
、

情
報
ブ
ー
ス
（
ボ
ッ
ク
ス
）
、
バ
ス
待

合
室
な
ど
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

　
二
階
に
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
講
演

な
ど
、
町
民
の
文
化
ホ
ー
ル
の
役
目

を
果
た
す
多
目
的
ホ
ー
ル
（
観
覧
席

百
十
二
席
、
百
八
十
人
収
容
）
、
各
種

展
示
会
用
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
食
堂
な
ど

が
設
け
ら
れ
、
皆
さ
ん
の
企
画
に
よ

っ
て
い
ろ
い
ろ
な
利
用
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
三
階
に
は
、
会
議
室
や
管
理
事
務

、
所
が
設
置
さ
れ
、
駅
の
管
理
な
ど
に

当
た
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
「
駅
前
広
場
」
は
総
工
費
約
一
億

円
で
整
備
さ
れ
、
総
面
積
は
三
千
九

百
四
十
七
平
方
㌶
。
普
通
車
五
十
五

台
収
容
で
き
る
駐
車
場
の
外
、
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
の
発
着
場
、
屋
外
ト
イ
レ

な
ど
が
設
置
さ
れ
、
団
体
客
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た

送
迎
に
便
利
な
よ
う
に
、
乗
り
入
れ

道
路
は
ロ
ー
タ
リ
ー
式
と
な
っ
て
い
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ま
す
。

　
当
町
の
よ
う
な
豪
雪
地
で
は
、
施

設
の
雪
処
理
が
課
題
に
な
る
訳
で
す

が
、
こ
の
施
設
で
は
自
然
落
下
方
式

と
融
雪
方
式
を
併
用
し
て
い
ま
す
。

駅
前
広
場
に
面
し
た
屋
根
と
ロ
ー
タ

リ
ー
式
道
路
は
融
雪
方
式
に
よ
り
、

そ
の
外
の
屋
根
は
自
然
落
下
、
ま
た

駐
車
場
に
つ
い
て
は
除
雪
車
に
よ
る

機
械
処
理
に
よ
り
、
雪
処
理
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
三
年
間
に
渡
り
、
完

成
は
平
成
七
年
度
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
施
設
は
、
「
ほ
く
ほ
く
線
」
の

開
通
時
に
は
松
代
町
の
「
顔
」
と
し

て
、
ま
た
、
町
民
の
ふ
れ
あ
い
や
憩

い
の
場
所
と
し
て
、
当
町
の
中
心
的

施
設
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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鱈”糊醐糊”帽帽・糊P湘贈”、働脚即、昂冊糊匹帽湘F湘匹湘「

震　rふるさと会館」

の名称を募集します

　
　
づ

后
寸
ー

　
　
名

、、

　
　
　
∂

浄
じ

　地域の情報発信と交流の場と

なるこの施設の名称を募集して
います。

　官製ハガキに住所・氏名・年

齢・電話番号と名称を明記のう

え、役場産業・企画課内「ふる

さと会館名称係」宛にご応募く

ださい。応募者の中から抽選で

ステキな景品を差し上げます。

◎応募締め切り

　5月31日（当日消印有効）

　この施設に似合うステキな名

前をお待ちしています。

帽蹴胃姻階“糊㈱叡帽灘嚇欄一襯〕．欄〕蝋81，珊・醐甑帽撒『㎜、齢纏〕淵〕淵〕、耀刷耀網臣胴『姻墜網附〕劇尉耀捌脇帽灘〕1
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で

各
職
場
で
た
く
さ
ん
の
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ら
れ
た
方
、
新
し
く
社
会
人
に
な
ら
れ

ー
ン
し
て
来
ら
れ
た
方
な
ど
様
々
で
す
。

場
で
張
り
切
っ
て
い
ら
れ
る
フ
レ
ッ
シ

皆
さ
ん
に
紹
介
致
し
ま
す
。

白川信子㌦
（松代小学校教諭）

黙親しき中にも

　　礼儀あり”
1のような交際を・…

関谷　和子荒（松代）

　　（役場住民課）

　今年の4月から役場の住民課に勤務させてい

ただくことになりました。

　高校卒業後、2年間東京の方で色々と勉強し、

かつ遊んだり、充実感のある生活を体験してき

ました。その体験を生かし松代町の為に頑張っ

て働きたいです。

　そして、人との交際も大切にして多くの人と

知り合えたらうれしいです。

　これから何かとお世話になるかと思いますの

で、暖かいご指導のほどよろしくお願いします。
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と
　
こ
　
た
に
つ
元
残

地

柳　　輝幸㌦（千年）

　　（しぶみ農協）

　4月1日よりしぶみ農協に就職しました。皆

様しぶみ農協をご利用下さい。地元に残ったこ

ととして、家へ毎日帰れること。みんな都会へ

働きに行くけど、僕は地元で働いて休日に都会

に遊びに行きます。

　その方が余裕のある生き方ができると思った

からです。地元に残って良かったという雰囲気

にしたいと思います。

　しぶみ農協を今後ともよろしくお願いします。

　　　　　　　鞍．難

武田比呂美㌦
　（菅刈分校教諭）

難

高橋浩輔荒
（孟地小学校教諭）

柳　　早苗荒
（奴奈川小学校用務）

　　　　　　ダ

自鳥尚子㌦
　（菅刈分校教諭）

木下千恵子荒
（孟地小学校教頭）

横山栄子成
（奴奈川小学校教諭）

5

手塚昭義㌦
（松代小学校教諭）

村山盛儀㌦
（松代小学校用務）

池田千文㌦
（松代小学校教諭）

小林年子㌦
（松代小学校教諭）

地
図
を
片
手
に

　
　
　
　
高
橋
　
雄
一
炉

　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
沢
）

　
　
　
　
　
（
松
之
山
郵
便
局
）

　今年は学生ではなく、社会人として春を迎え

ました。社会人となると学生時代と考えること

が違ってくるので、毎日が発見であって勉強で

す。それらを一つ一つ考えて、身に付けて行こ

うと思います。

　今は、赤いバイクに黒いカバンを下げて郵便

を配達しています。地図を片手に配達をしてい

ますが、地図無しでも配達できるように一生懸

命やりたいと思います。

難
蝶
蟹
藤
難

藤崎善之㌦
（蓬平小学校教諭）



翻
難

蒙
ぎ

山岸利江荒
（松代中学校教諭）

んさ
　
）

作
脇
幸
報
口
榊
　
松
樋
（

山岸康江㌦
（デイサービス看護婦）

堀川紀夫㌦
（松代中学校教頭）

栗岩　　浩㌦
（松代中学校教諭）

山賀健一郎㌦
（デイサービス生活指導）

池
田
　
清
人

　
　
　
　
（
田
野

　
　
（
役
場
住
民
翠倉んさ

松
代
町
を
見
て

　4月から、松代町の役場にお世話になること

になりました。

　高校卒業後、4年間高田自衛隊で勤務し、昨

年こちらに帰ってきました。その間、松代町に

スキー場、温泉など様々な施設ができておケ）、

少しずつ町も変ったような気がして驚きました。

まだこれから発展していくと思いますが、こん

どはその様子を自分の目で見ながら、この町で

頑張って行きたいと思います。どうぞよろしく

お願いします。

新しい
　スタート

関谷里美㌦
　　　　（松代）．羅

（役場住民課）

　今年の春、松代高校を卒業し、4月からこの

松代で、社会人として新しいスタートをきぴ）ま

した。仕事については、まだ分からないことが

多いのですが、皆さん親切に教えて下さるので、

私もそれにこたえられるよう一生懸命頑張｝）た

いと思います。

　まだまだ半人前の未熟者で、皆様への応対も

不十分な点が多く、ご迷惑をお掛けするかもし

れませんが、どうぞよろしくお願いします。

鈴木清彦㌦
（デイサービス生活指導）

富沢秀子㌦
（デイサービス養母）

関谷正美㌦
（デイサービス養母）

燃

　　　　蓋』

山賀八郎㌦
（デイサービス所長）

井上和枝㌦
（デイサービス養母）
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事件・事故の

ない松代町に

吉田武男㌦
（松代幹部派出所）

　春の異動で新井警察署からお世話になること

になりました。

　東頸城郡の中心松代町。自然に恵まれた人情

味豊かな町。こんなにすばらしい町から事件、

事故を無くすために努力したいと思っています。

　また困ぴ）事や、警察に対する意見や要望があ

｝）ましたら気軽に連絡をして下さい。

　よろしくお願いします。

高橋　　悟㌦
（レストビレッジ峰調理）

嚢　　鍵

灘難藍　 』難獺

相沢秀美㌦
（レストビレッジ峰事務）

醐懸懸麟灘鷲鰍

灘
今年の目標

牧田　義明㌦（峠）

　　（総合体育館）

　今年の4月1日から、総合体育館にお世話に

なることにな『）ました。大阪で4年間学生生活

と、1年間働いて帰ってきました。今年の私の

目標は、「何事も楽しくやる」を前提とし、仕事

もしっかりと楽しく頑張り、仕事が終わればリ

ラックスして野球やテニス、ジョギングなどを

した｝）、山ヘバーベキューに行ったりしたいと

思います。誰が聞いても簡単すぎる目標ですが、

自分なケ）にやっていきたいと思います。これか

らも町の皆さん、よろしくお願いします。

7

、一　　騨　P

小堺富美子㌦
（デイサービス給食）

柳　　政美㌦
（レストビレッジ峰事務）

佐藤栄子㌦
（デイサービス養母）

馬場利夫㌦
（レストビレッジ峰支配人）

佐
藤
　
　
正
’

　
　
　
　
（
室
野
）

　
　
（
役
場
建
設
課
）

「
あ
な
た
も
U
タ
ー
ン

　
い
か
が
で
す
か
？
」

　松代町を離れ6年間、私は八王子の学校を2

年間と、横浜での自動車整備士を4年間勤めて、

この春より松代にUターンしてきました。Uタ

ーンを決意した理由の一つには、昨年10月に結

婚した事もあケ）ますが、他にも平成8年完成予

定の北越北線を始め、さまざまな町のイベント

や冬の雪対策など、昔に比べればとても住み良

い所に変化しつつあると思ったからです。これ

からの松代町、良くなる事はあっても悪くなる

という事はないでしょうから……。でしょ？



」
〉
4

『
」 轍磯離鷺湘隣賦よ濃

・
　
壕
羅
柵
ン
ソ
矯
ξ
，
・
舞
ぢ

磐
液
鞭
購
薩

　今年は芝峠温泉の宿泊棟のオープン（7月24日）、スキー場の迂

回路拡張、ほくほく線のトンネル貫通など、町も活性化に向かって

事業を進めております。一方近ごろ都会からUターンする方が増え

ており、そこで町ではさらにUターンを促進することを目的に東京

で懇談パーティーを開催することになりました。町・企業等に対す

る意見要望をお聞きし、これからの“町づくり”に活かさせていた

だきたいと思っておりますので、是非ご参加をお願い致します。

　　　　　　と　　　　き　　平成5年7月2日（金）

　　　　　　　　　　　　　　　午後5時30分受付・午後6時～午後8時30分

　　　　　　と　こ　ろ　　番町グリーンパレス

　　　　　　　　　　　　　　　千代田区2番町2　盈03－3265－0251

　　　　　　内　　　　容　　・∪ターン相談コーナー　　・町内企業紹介コーナー

　　　　　　　　　　　　　　・なんでも相談コーナー　　・ふるさとビデオコーナー

　　　　　　　　　　　　　　・∪ターン者とのトーク　　・懇談パーティー

　　　　　　参加費無料です。
　　　　　　申し込み方法　　官製はがきに『住所・氏名・年齢・性別・電話番号』を記

　　　　　　　　　　　　　入の上、　『卜一クin　T　O　K　Y　O（東京）出席希望』と記

　　　　　　　　　　　　　入の上、松代町役場商工観光係へ

　　　　　　締切6月15日（火曜日）必着にて送付ください。
　　　　　　お問い合わせ　　役場産業・企画課　商工観光係

　　　　　　　　　　　　　　　盈02559－7－2220　内線64番

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一・双
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青少年の学校外活動　驚

　最近は小子化社会と言われていますが、兄弟が少なくなったことや近所に子

供が少なくなったことなどで、子供の無気力やひきこもりの現象が指摘される

ようになりました。

　家庭の中で兄弟が切瑳琢磨したり、地域において子供どうしが自発的な活動

をしたり、多様な直接体験を積み重ねるなどの機会が少なくなったと言われて

います。

　このような状況のもとで、昨年7月29日国の生涯学習審議会は今後の社会の

動向に対応した生涯学習の振興方策について答申を出しました。この中に当面

重点を置く課題として4つの提言をしていますが、そのひとつに青少年の学校

外活動の充実があげられています。

　この中に次のようなことが書いてあります。積極的な意欲、課題発見や課題

解決の能力は、人間形成の基礎が培われる青少年期に養うことが大切でありま

す。この意欲、能力、人間形成を培うために従前から行われている学校教育の

他に、学校外活動の充実を図り、学校教育と学校外活動とのバランスを確保す

ることが重要です。そのためには今、家庭や地域、関係団体・機関がもっとこ

の青少年の問題に真剣に取り組むことが求められています。

　青少年はこれからの時代を担う大切な人であり、健全でたくましい青少年の

育成こそ日本の将来を築く源であります。青少年・子供たちをもう一度、地域

や家庭の視点から見つめ直して青少年の健全育成を図る必要があるのではない

でしょうか。
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20

歳
に
な
つ
た
ら
国
民
年
金

町
の
成
人
式
が
終
わ
り
ま
し
た
。

成
人
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
成
人
と
し
て

新
た
に
認
め
ら
れ
る
権
利
は
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
が
、
大
人
と
し
て
の
義

務
を
負
う
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

も
、
大
切
な
義
務
の
一
つ
で
す
。

若
い
皆
さ
ん
は
、
　
「
年
金
な
ん
て

ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と
」
と
思
わ
れ
て

い
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
若
い
皆

さ
ん
に
も
老
後
は
必
ず
訪
れ
ま
す
。

今
や
人
生
八
十
年
時
代
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
国
民
年
金
は
老
後
生
活
の

基
盤
で
す
。
長
い
人
生
に
、
何
の
保

障
も
な
い
よ
う
で
は
困
り
ま
す
ね
。

ま
た
、
不
幸
に
し
て
病
気
や
ケ
ガ

で
働
け
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
老
齢
だ
け
で
な
く
障

害
や
死
亡
に
つ
い
て
も
年
金
を
支
給

す
る
制
度
で
す
．

二
十
歳
に
な
り
ま
し
た
ら
、
市
町

村
役
場
で
加
入
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
お
勤
め
に
な
っ
て

い
て
、
す
で
に
厚
生
年
金
や
共
済
組

合
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
届
け
出

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
成
人
に
な
っ
た
今
、
自
分
の
生

活
設
計
の
一
つ
と
し
て
、
必
ず
「
国

民
年
金
」
に
加
入
し
ま
し
よ
う
。

学
生
さ
ん
も
「
国
民
年
金
」

　
～
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
～

平
成
三
年
四
月
か
ら
、
在
学
中
の

事
故
に
よ
る
障
害
保
障
と
、
老
齢
基

礎
年
金
の
満
額
支
給
を
目
的
と
し
て
、

二
十
歳
以
上
の
学
生
も
国
民
年
金
の

加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

二
十
歳
に
な
り
ま
し
た
ら
す
ぐ
に
、

住
民
票
の
あ
る
市
町
村
役
場
で
加
入

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
、
毎
月

保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
経
済
的
な
理
由
で
納
付
が
困

難
で
あ
る
と
き
は
、
免
除
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
学
生
の
場
合
は
、

親
元
の
負
担
も
考
慮
に
い
れ
て
、
一

般
と
は
別
に
免
除
基
準
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
か
ら
と

い
っ
て
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

将
来
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
免
除

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間

は
将
来
の
年
金
額
を
計
算
す
る
際
、

保
険
料
を
納
め
た
期
間
の
三
分
の
一

と
し
て
計
算
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

十
年
以
内
で
あ
れ
ば
後
で
納
付
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
余
裕
が
で

き
ま
し
た
ら
で
き
る
だ
け
納
め
る
よ

う
に
し
ま
し
よ
う
。

9



堕劉馳堕劉

第

　
　
　
　
芝
峠
温
泉
の
運
営
や
ス
キ
i
場
、

　
　
　
そ
の
他
の
町
有
施
設
の
管
理
を
行
う

堕
　
　
　
こ
と
を
主
目
的
と
し
た
、
新
会
社
が

回
超
謹
献
暇
野
創

回
響
篠
縫
編
箭

堕
嫉
、
欝
雛
羅
繕
奮

三
セ
ク
タ

設
が
七
月
オ
ー
プ
ン
す
る
た
め
、
こ

の
運
営
と
松
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー

場
や
、
ほ
く
ほ
く
線
松
代
駅
に
併
設

し
て
建
設
さ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
会
館
」

（
仮
称
）
の
管
理
な
ど
も
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
会
社
の
定
款
に
は
、
将
来

想
定
さ
れ
る
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
規

定
し
て
お
り
、
幅
広
い
業
務
が
で
き

万
式
で
運
営

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
芝
峠
温
泉
の
従
業
員
も
こ
の
新
会

社
で
採
用
し
、
宿
泊
棟
の
オ
ー
プ
ン

ま
で
に
十
六
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
そ
ろ

い
ま
す
。
宿
泊
棟
の
予
約
受
付
け
も

始
ま
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
様
方
か
ら
も
ご
利
用
に
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
冬
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
は
、

去
る
四
月
四
日
に
閉
鎖
し

ま
し
た
が
、
昨
シ
ー
ズ
ン

の
お
よ
そ
二
倍
の
ご
利
用

が
あ
り
ま
し
た
。
リ
フ
ト

輸
送
人
員
は
十
四
万
四
千

三
百
二
十
六
人
（
前
シ
ー

ズ
ン
七
万
四
千
六
百
四
十

九
人
）
で
し
た
。
ご
利
用
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲工事が順調に進む芝峠温泉の宿泊施設

ムを楽しむ

者の皆さん

テ
イ
サ
⊃

『
蓬
U‘

▲入浴前の

　健康チェック

ら

ヒ

ス
セ
し
勺
⊃

　
在
宅
福
祉
の
支
援
を
目
的
と
し
た

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
ほ
の
ぼ

の
園
」
が
四
月
二
十
日
、
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　
当
日
の
利
用
者
は
、
松
代
地
区
の

高
齢
者
八
人
（
登
録
者
十
三
名
の
内

病
気
等
で
五
名
欠
席
）
で
、
血
圧
測

定
等
の
健
康
診
断
、
入
浴
、
リ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
、

一
日
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
利

用
者
も
セ
ン
タ
i
職
員
も
初
日
と
い

う
こ
と
で
、
ち
ょ
っ
と
戸
惑
い
気
味

で
し
た
が
、
リ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ゲ

ー
ム
を
一
緒
に
行
う
な
ど
、
終
始
笑

い
声
が
館
内
に
響
き
、
早
く
も
打
ち

解
け
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
四
月
末
現
在
の
利
用
登
録
者
は
約

百
九
十
名
（
リ
ハ
ビ
リ
希
望
者
十
八

名
を
含
む
）
。
こ
れ
ら
の
方
を
地
区

単
位
の
十
班
と
、
リ
ハ
ビ
リ
希
望
者

．

の
一
班
の
合
計
十
一
班
に
分
け
、
月

二
回
程
度
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に

は
、
あ
ら
か
じ
め
登
録
が
必
要
で
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
「
ほ
の
ぼ
の

園
」
盈
七
－
三
七
〇
〇
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
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町
体
育
協
会
長

　
　
　
　
町
文
化
協
会
長
に

、柳
あ
ほ
ど
　、

郎
さ
ん
（
松
代
）

　
　
　
　
　
　
町
体
育
協
会
長
及
び

町
文
化
協
会
長
に
、
柳
一
郎
さ
ん
（

松
代
、
七
十
二
歳
）
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
両
協
会
長
の
職
は
、
発
足
以
来
十

有
余
年
務
め
ら
れ
た
関
谷
甲
子
夫
さ

ん
が
、
　
「
長
年
務
め
た
の
で
、
こ
の

辺
で
人
身
の
一
新
を
図
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
、
ご
勇
退
さ
れ
た
の
に

伴
い
人
選
が
進
め
ら
れ
、
体
育
協
会

の
副
会
長
を
務
め
る
柳
さ
ん
が
両
協

会
に
お
い
て
選
任
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
柳
さ
ん
は
町
剣
道
連
盟
の
会
長
も

務
め
る
な
ど
、
大
変
ご
多
忙
の
身
で

あ
り
ま
す
が
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
と
文

化
の
振
興
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
に

　
　
　
　
　
　
本
山
祖
道
さ
ん
（
羅
寺
）

　
　
　
　
　
1
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
ー

　
こ
の
ほ
ど
、
本
山
祖
道
さ
ん
（
松

代
長
命
寺
）
が
人
権
擁
護
委
員
（
任

期
三
年
）
と
し
て
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
本
山
さ
ん
は
、
昭

和
六
十
二
年
か
ら
人
権
擁
護
委
員
を

務
め
て
お
り
、
今
回
は
再
任
（
三
期

目
）
と
な
り
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
の
侵
害

等
で
お
困
り
・
お
悩
み
の
方
の
相
談

を
始
め
、
い
ろ
い
ろ
な
心
配
事
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

垂磯郵

便
・
局
．
．

日
郵
便
局
長
に
柳
武
さ
ん

　
第
六
十
回
目
の
逓
信
記
念
日
に
当

た
る
四
月
十
日
、
今
年
も
松
代
郵
便

局
（
関
谷
八
郎
局
長
）
に
お
い
て
「

一
日
郵
便
局
長
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
一
日
郵
便
局
長
は
、
松
代
区

長
を
十
年
以
上
務
め
ら
れ
て
い
る
柳

武
さ
ん
。

　
八
時
三
十
分
過
ぎ
、
松
代
郵
便
局

に
見
え
ら
れ
た
柳
さ
ん
は
、
ま
ず
、

職
員
と
一
緒
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
い

体
を
ほ
ぐ
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
関

谷
局
長
よ
り
辞
令
と
タ
ス
キ
が
渡
さ

れ
、
一
日
郵
便
局
長
に
就
任
。
早
速

関谷局長よりタスキが渡

され一日郵便局長の開始

職
員
を
前
に
「
六
十
周
年
の
記
念
す

べ
き
日
に
、
一
日
郵
便
局
長
に
就
任

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
感
激
し
て
い
る

と
共
に
、
お
祝
い
を
申
し
上
げ
た
い
。

ま
た
、
今
年
は
松
代
地
区
に
お
い
て

国
道
の
改
良
や
集
落
道
の
整
備
な
ど

が
行
わ
れ
道
路
も
良
く
な
る
が
、
十

分
気
を
つ
け
て
業
務
に
当
た
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
訓
辞
を
行
い
ま
し

た
。
最
後
に
、
秦
秀
雄
さ
ん
に
優
良

職
員
表
彰
を
伝
達
し
、
一
日
郵
便
局

長
を
終
了
致
し
ま
し
た
。

職
員
を
前
に
訓
辞
を
す
る

柳
　
武
さ
ん
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O

44
年
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
人
生

　
昭
和
二
十
四
年
四
月
一
日
、
私
は

知
人
の
紹
介
で
、
東
京
は
港
区
芝
の

㈱
東
洋
ラ
ン
ド
リ
ー
に
入
社
し
ま
し

た
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
人
生
の
始
ま
り

で
し
た
。
田
町
駅
の
前
は
、
森
永
製

菓
の
ビ
ル
だ
け
が
目
立
ち
、
あ
と
は

　
　
　
　
ぷ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
と

ト
タ
ン
板
葺
き
の
バ
ラ
ッ
ク
が
殆
ん

ど
で
し
た
。
所
々
の
空
地
に
は
、
戦

災
で
焼
か
れ
た
家
の
土
台
石
が
黒
く

転
が
っ
て
い
ま
し
た
。
戦
後
三
年
半

が
過
ぎ
て
い
た
と
言
え
、
ま
だ
衣
食

住
と
も
ま
ま
な
ら
ぬ
時
代
で
、
私
は

二
十
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
で
し
た
。

　　．．難翻願際轟　　　　　　　　灘蜘藩織螺藷，轟．

小堺秀雄さん一家（前列左から秀雄さん、孫あゆみ

妻貞子さん、孫綾子さん、茜さん、後列左から次女

さん、嫁早苗さん、長男秀一さん、長女広子さん）

　
初
対
面
の
社
長
ご
夫
妻
は
ま
だ
若

く
、
丸
顔
の
福
々
し
い
笑
顔
と
や
さ

し
い
眼
差
し
の
社
長
さ
ん
と
、
女
優

の
高
峰
三
枝
子
さ
ん
と
女
学
校
も
級

も
一
緒
だ
っ
た
と
い
う
奥
さ
ん
は
、

い
な
か
田
舎
出
の
私
に
は
び
っ
く
り
す
る
ほ

ど
美
し
い
人
で
し
た
。

　
当
時
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
用
の
機
械

　
ほ
と
は
殆
ん
ど
な
く
、
仕
事
は
手
作
業
が

主
で
、
毎
晩
残
業
を
終
っ
て
銭
湯
へ

行
く
の
は
夜
中
の
十
二
時
を
過
ぎ
て

い
ま
し
た
。
一
日
中
、
立
ち
仕
事
で

　
　
つ
ら
　
　
　
　
　
い
な
か

大
変
辛
く
、
田
舎
で
百
姓
仕
事
を
し

小
堺

秀
雄

（
東
京
都
練
馬
区
在
住

　
　
　
蒲
生
坂
本
屋
出
身
）

て
い
た
方
が
余
程
楽
だ
な
あ
、
と
思

う
こ
と
も
度
々
あ
り
ま
し
た
。

　
九
年
三
カ
月
勤
め
て
独
立
、
自
分

で
出
店
す
る
と
同
時
に
、
貞
子
と
結

婚
し
ま
し
た
。
同
じ
蒲
生
の
剛
舎
者

同
志
、
力
を
合
わ
せ
て
今
日
ま
で
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。
独
立
し
て
三
十

五
年
、
お
陰
様
で
直
営
店
五
軒
、
取

次
店
六
軒
で
、
年
商
も
一
億
三
千
万

円
程
に
な
り
、
借
金
も
少
し
ず
つ
返

せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
共
が
現
在
あ
る
の
は
、
裸
一
貫

で
田
舎
か
ら
出
て
き
て
、
た
だ
た
だ

秘
跡
都
畢
に
働
く
し
か
な
か
っ
た
か

ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
お
客
様
方
に
清
潔
で
き
れ
い
な
服

装
を
し
て
頂
け
る
よ
う
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
か

　
今
日
ま
で
の
大
勢
の
人
達
と
の
懸

り
合
い
に
感
謝
し
ま
す
と
共
に
、
自

分
を
育
て
て
く
れ
た
故
郷
を
今
ま
で

以
上
に
愛
し
て
い
く
よ
う
に
心
掛
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

妻
小
堺
　
貞
子

　
　
　
　
　
　
（
蒲
生
出
身
）

　
昭
和
三
十
三
年
、
裸
一
貫
で
主
人

と
結
婚
し
ま
し
た
。

「
二
人
で
力
を
合
わ
せ
て
、
き
っ
と

商
売
を
繁
昌
さ
せ
て
、
家
を
買
う
」

そ
し
て
「
今
子
供
に
恵
ま
れ
た
ら
私

達
四
十
代
で
左
ウ
チ
ワ
ね
」
等
と
冗

談
を
言
っ
て
、
希
望
に
胸
ふ
く
ら
ま

せ
、
「
元
気
で
仲
良
く
」
が
モ
ッ
ト
ー

で
喜
ん
で
働
き
ま
し
た
。

　
当
時
は
、
丁
度
高
度
成
長
が
始
っ

た
時
期
で
、
我
家
も
働
い
て
も
働
い

て
も
仕
事
は
終
ら
ず
、
夜
十
二
時
過

ぎ
ま
で
仕
事
、
仕
事
の
毎
日
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
け
っ
と

主
人
の
友
人
が
い
つ
も
助
人
に
来
て

く
れ
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

　
お
陰
様
で
今
で
も
人
様
に
恵
ま
れ
、

榊榊ゆ

…
　
　
灘
離
繋

弱ψ ら
・
轟
マ
◆
・
色
マ
◆
▲
マ
◆
・
邑
▼
◆
ム
▼
◆
・
色
マ
◆
毒
◆
‘
畢
◆
▲
▽
◆
孟
▼
◆
・
色
▼
◆
▲
璽
◆
・
色
マ
◆
・
邑
▼
◆
・
も
マ
◆
・
義
▼
◆
も
◆
・
，
昌
雫
◆
も
マ
◆
・
■
量
◆
・
亀
マ
◆
・
・
辱
◆
・
．
愚
7
◆
‘
懸
▼
◆
・
垂
・
◆
・
色
マ
◆
‘
墾
・
◆
・
，
撃
◆
・
ゑ
▼
◆
‘
毒
。
◆

ψψ

糖腺週康⑫

脇鏑留

馨

困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

達
の
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、
子
供
達

に
親
の
生
き
ざ
ま
を
見
せ
、
話
し
て

聞
か
せ
ま
し
た
。
今
で
は
家
も
建
て

る
こ
と
が
出
来
、
二
男
二
女
の
子
供

達
も
皆
健
康
で
す
。
家
の
仕
事
は
長

男
が
継
い
で
く
れ
て
お
り
ま
す
。
孫

も
三
人
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
こ
う
し
て
い
ら
れ
ま
す
の
も

新
潟
の
厳
し
い
自
然
の
中
で
、
育
て

ら
れ
た
お
陰
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
は
他
界
し
ま
し
た
が
、
何
十
年
間

も
家
族
の
た
め
出
稼
ぎ
に
行
っ
た
父
、

お
し
ん
の
よ
う
に
血
と
汗
と
涙
の
人

生
を
過
し
た
母
、
こ
の
両
親
が
あ
っ

て
こ
そ
、
今
の
私
が
あ
る
と
深
く
感

謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
父
母
を
鏡
と
し

て
、
世
の
中
の
た
め
少
し
で
も
役
に

立
つ
よ
う
生
き
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
▼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞

ただ今

予約受付中◆／

　　　　　　　　　　鱈02559（7）3939へ

壷◆ψゆ・漕rひ“ひ群φ・ψゆ・“rひψゆ・ゆ・ひ瀞r9・痢◆壷◆壷ゆ・“ひゆゆ・“◆・｛ひψ◆瀞◆瀞ゆ』r

ド
蟻
◆
毒
◆
も
◆
も
◆
毒
◆
も
◆
毒
◆
毒
◆
も
◆
も
◆
毒
◆
奪
◆
毒
◆
も
◆
墾
◆
毒
◆
毒
◆
も
◆
も
◆
毒
◆
も
◆
奪
◆
毒
◆
も
◆
も
◆
も
◆
も
◆
も
◆
毒
◆
毒
◆
◆
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　叉
芸

9■一，　　　　　、9一

盈潮蓼
　　も」甲

関　一，＿，ノ

短
　
歌

　
ぜ
ん
ま
い
採
り

　
　
　
　
　
　
草
野
　
和
作

雨
の
あ
と
沢
の
ぜ
ん
ま
い
の
び
し
な

ら
ん
母
の
看
取
り
は
妻
に
ま
か
せ
る

山
桜
ほ
の
か
に
咲
き
し
屋
根
に
来
て

ぜ
ん
ま
い
採
り
ゆ
く
汗
た
ら
し
つ
つ

両
足
を
ぐ
っ
と
踏
み
し
め
良
く
伸
び

し
崖
の
ぜ
ん
ま
い
ぽ
き
ぽ
き
と
折
る

疲
る
れ
ば
沢
の
水
飲
む
昼
前
に
い
ま

ひ
と
沢
の
ぜ
ん
ま
い
採
ら
ん
と

　
　
し
ぶ
み
句
会

雪
囲
い
解
く
た
く
ま
し
き
留
守
居
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

桃
畑
い
ま
花
ざ
か
り
嫁
の
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

連
れ
立
ち
て
黄
帽
が
似
合
う
新
入
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

退
職
の
妻
に
優
し
き
沈
丁
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

ね
は
ん
え

浬
繋
会
の
だ
ん
ご
は
雪
の
上
に
撒
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

ゆ
き
げ
み
ず

雪
解
水
中
州
を
呑
み
て
信
濃
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
お

と
び
の
声
一
き
わ
高
く
春
め
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

教
え
子
も
母
の
座
に
あ
り
入
学
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

　
ほ
た

大
楕
を
隅
に
残
し
て
山
の
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

不
注
意
と
小
言
を
言
わ
れ
春
の
風
邪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

　
　
蒲
生
句
会

　
　
　
高
田
・
春
日
山
吟
行

花
空
に
逃
げ
し
風
船
目
で
追
え
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

登
り
来
し
春
日
山
城
山
ざ
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

城
跡
に
立
て
ば
か
た
く
り
花
ゆ
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

　
　
　
　
　
よ
わ
い

さ
り
げ
な
く
齢
か
く
し
て
花
衣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

か
た
か
ご
の
花
の
さ
か
り
や
林
泉
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

か
た
く
り
や
武
士
の
夢
跡
風
絶
え
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
す
み
や
ぐ
ら

花
冷
え
の
具
足
一
領
隈
櫓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

　
　
と
う

蕗
の
墓
ま
ず
天
婦
羅
に
二
つ
三
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
葉

　
　
の

薄
氷
除
け
て
苗
田
の
畦
を
塗
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
け

さ
え
ず
り
に
目
覚
め
出
ず
れ
ば
暁
の

月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

　
る
ゆ
牌瘡む診

票

．

や
村
論
而
ざ

　
（
、
￥
￥

ラ
ひ
び

0
ノ

騒ぷ
沿　 ち

曳

謬潔
　　　はぐ

0湖1
　09　　　　　　　　　　　ρ9

◎洲ノ、

　t
隻β”

●
㌧
）

　
　
　
　
勿

よ
み
な
琳
は

t
し
を
と
U
う

人
闇
釜
室

　
－
な
の
上
v

ツ

一一
、
　
♪

、
レ
’

ヤ
レ
ヲ

い
β

◎
ノ

、
、
ノ

ヤ
り
ヲ

い
”
◎

へ

｛
種
の
・
ヤ
㌧
で
　
　
－

　
マ
す
カ

　
　
　
”
フ

　
　
　
”
　
　
〃

　
　
　
　
庸
b

、
、
㎜
、
疑
駿
寒
叢
灘
簗
諜

　
　
　
　
　
　
　
』
欝
雛
科
騨
．

　
あ
ん
に
ん
ご
漬
は
、
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ

ク
ラ
の
花
の
つ
ぽ
み
を
花
軸
ご
と
塩

漬
け
に
し
た
も
の
。
あ
ん
に
ん
ご
は

ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
の
新
潟
県
下
の
方

言
で
、
花
の
香
り
か
ら
つ
け
ら
れ
た
。

　
花
に
は
ア
ン
ズ
の
種
子
の
芳
香
が

あ
り
、
こ
れ
か
ら
蕾
廿
モ
の
語
に
な

り
、
さ
ら
に
「
あ
ん
ず
っ
子
」
と
混

合
し
て
、
　
「
あ
ん
に
ん
ご
」
に
な
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
四
、
五
月
の
開
花
前

に
採
取
し
、
塩
造
す
る
。

花
は
白
色
五
弁
の
小
花

が
密
生
し
て
房
の
よ
う

に
な
る
。

654321 　
　
　
　
出
題
　
八
段
　
北
村
昌
男

囲
　
●
ヒ
ン
ト
…
玉
が
3
筋
に
逃
げ
た
ら

　
　
絶
望
で
す
。

　
　
1
0
分
で
3
級
、
3
分
で
初
段
。

　
　
　
　
　
　
　
　
持
駒
　
金
香

一
二
三
四
五
六
七
八
九

呈

馬 歩 正 銀

歩

集 乎

　　　　　　　　　　　　　　　。γ

穀婁穿旱量ユリ暮嶢号マ罫￥zマし珪マ

呈γε’き4手ユ（か、・ア蝦り↓省菱み呈

回Z圭雌o》肇乃曽髭2・蟹＝εり乃集

回’ユ圭暫爵等夏z（o目圭三〈纏鶴〉

　　　。（盈旱呈士6ユ峯等回1　、ヨE三1

’留＝ε’正回’箪：呈三z’正三一’等

■zへ正回1’呈回z〈鶴ヨ＝琳駄罪〉
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福祉施設利用者募集

　社会福祉法人上越頸城福祉会

では、精神障害者といわれる方

たちも、地域の中でごくあたケ）

まえにさりげなく生活していけ

るよう支援したいと考え、次の

3施設を設置、運営しています

が、各施設で利用者を募集して

います。回復途上にある皆さん

のご利用をお待ちしています。

○援護寮「はまなす荘」

　　定員20名　入所型

○福祉ホーム「ゆきわり荘」

　　定員10名　入所型

○通所授産施設「夕映え耕房」

　　定員20名　通所型

★施設利用以外にも、悩みごと

の相談に応じていますのでご利

用ください。

○利用申し込み、問い合わせ先

　社会福祉法人上越頸城福祉会

　夕映えの郷　0255－34－3100

雇用調整助成金のご案内

　雇用調整助成金制度は、景気

の変動や産業構造の変化に伴い

事業活動の縮小を余儀なくされ、

従業員の休業や、教育訓練又は

出向を行った事業主に対して支

払った休業手当又は賃金の一部

を助成するもので、失業の予防

を目的としています。

　支給の対象となる事業主は、

労働大臣が指定する業種に属す

る事業所の事業主又はその下請

事業所の事業主です。（指定業種

は1月1日現在75業種となって
います）

　尚、支給金額など詳しい内容

については、上越公共職業安定

所へお問い合わせください。

（智23－6121内線217）

　　担当は雇用指導官です。

餐灘襲纏瀬発繕設置補勲釜騰譲撫誕

区　　　分
限　　度　　額

共同設置以
外の場合

共同設置の
場合

5人槽 618，000 618，000

合併処理

浄化槽
6人槽 688，000 688，000

7人槽 800，000 800，000

8人槽 882，000 882，000

9人槽 1，044，000 1，044，000

10人槽 1，185，000 1，185，000

11～20人槽 1，895，000 1，895，000変則合併

処理浄化

槽 21～30人槽 1，895，000 3，357，000

31～50人槽 1，895，000 4，429，000

注）共同設置とは、2戸以上が共同して合併処理

　　浄化槽を設置することをいう。ただし、共同

　住宅の場合を除く。

　町では、合併処理

浄化槽を普及するた

め、補助金を別表の

とお｝）引き上げまし

た。設置者負担が大

変少なくなセ）ました

ので、今後トイレの

工事を予定している

方は、是非ご利用下

さい。

　なお、国県の補助

事業ですので、早目

に役場住民課へ申し

出下さい。

●

倫

δ
～

近　　拓馬くん

　　5歳　后
松代病院医師公舎

　　　　　　　δ

　　　　　　　　（

　　　　　　　見

市川賄・㌦て
松代5こ誓じゃわ

　　　さ　　おり
樋口沙織ち・ん

　　5　歳
松代　たばこや

つ

，
●
，
●

　白血病、再生不良性貧血、先

天性免疫不全症……これらの血

液の難病は、毎年約6，000人患

者さんが新たに発症します。し

かし、医学の進歩はめざましく、

骨髄移植という画期的な治療法

によって根治が望めるようにな

ってきたのです。

　そこで、骨髄移植を必要とし

ている患者さんと骨髄（液）を提

供してくださる愛と善意にあふ

れた方々とを結ぶ「虹のかけ橋」

一骨髄バンクーがスタートしま
した。

　これらの患者さんを救うため

に、皆さまにぜひ骨髄バンクに

ついてご理解とご支援をいただ

けることを心よりお願いいたし
ます。
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馨霧桝麟 国保の窓ロより　高額一部負担金の変更

薦

へ
’

　5月1日より診療分の高額一部負担金が次の様に変わります。詳しく

は、医療機関の窓口・役場国保の窓口でお尋ね下さい。

一部負担金の金額

課
税
世
帯

住
民
税

4月まで
60，000円（3回まで）

33，600円（4回目より）

高額療養費

　　支給額

5月より
63，000円（3回まで）

35，400円（4回目よ｝）） 支給額

親善バレーボール大会

　　参加チーム募集

期日　平成5年6月20日
　　　　　　　（第3日曜日）

種目　一般9人制バレーボール

　　（女性1名以上含めること）

会場　総合体育館

参加料　1チーム2，000円

　　（協会登録チームは無料）

申込先　役場・収入役室　石口

　又は、体育

　館事務室　　　　　　，、
　　　　　　　　　　ハ　　　　のヘ　　　　　　　　　　　ヘ

申誇紬○鴇

非
課
税
世
帯

住
民
税

4月まで
34，800円（3回まで）

23，400円（4回目よ『））
支　給　額

5月よ｝）
37，200円（3回まで）

24，600円（4回目よ｝））
支　給　額

《おねがい》交通事故にあったら早めに国保の窓口に届け出をして下さい。

鳥の巣が停電の原因に！

　　東北電力
　カラスや小鳥の巣が原因で停

電になることがあります。安全

な場所に移動しますので、電柱

の上の鳥の巣を見かけたら、その

場所を東北電力まで連絡くださ

いますようお願いいたします。

東北電力㈱十日町営業所

　　　TEL　O257－52－3107
東北電力㈱松代サービスセンター

　　　TEL　　7－2020

，06■”巳愚．，150”』1．，9巴，陽．巳1・191川11・，lg，”巳電”959”町亀…1巴”19”lg川馳巳9，・1山巳．O叶ol5”llO，．505．61．一〇畳川II・，5111閣1』。・II■．閣IO

亀行事カレンダーのあま『）があ～
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　クロ
｝ります。ご希望の方は役場総｝

1務課広報係までお申し込みく｛

1だ齢222，内線、，1　一趨夢
o9．1』1。一II．”15．，。5，”』1．，●1巴”亀9．，ogo”巳葛．『8，1”11。．。臨5”11．，II・09』電．［・』，5’h一．・59”巳1．卜．51曝’巳覧”，15’曝11．．1119’11嘔。・1－1巳閣魎τ

　　平成5年度各種建設機械運転技能講習のお知らせ

講　　習　　名 学　　科　　　　実　　技 実施場所

車輔系建設機械運転技能講習

（整地、運搬、積込み掘削）
8月24日～27日 上，上

　越
越市
　東
建城
　町
設3
　1
会8
　i
館42

不整地運搬車運転技能講習
5月24・25日 6月16日～18日

9月27日～30日

高所作業者運転技能講習 7月26日～29日

小型移動式クレーン

　　　　　　運転技能講習

6月21・22日 7月15・16日

10月4・5日 10月6・7日
（詳細問い合わせ先）

建設業労働災害防止協会新潟県支部　盈025－285－7141新潟市新光町7－1

建設業労働災害防止協会長岡駐在室　盈0258－37－0063長岡市四郎丸沖田230－1（長岡建設会館内）
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人事院．国税庁では毯税専

門官」として活躍したいといっ

希望に燃えた人を募集していま
す。

受験資格

　昭和41年4月2日～昭和47年

　4月1日生
試験内容

　大学卒業程度

申込期間

　5月6日（木）～5月17日（月）

試験日
　第1次試験

　6月19日（土〉～6月20日（日）

　第2次試験

　8月23日（月）又は8月24日（幻

採用予定数

　全国で約600名

問い合わせ先

　〒102東京都千代田区九段南

　1－1－15　関東信越国税局

　人事第二課試験研修係

　暦03（3221）3911　（内線）2066
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関谷　靖・紀子さん（松代）

紀
子
「
早
い
も
の
で
松
代
に
来
て
、

五
年
に
な
り
ま
す
。
商
売
と
は
全
く

無
縁
の
世
界
か
ら
で
す
か
ら
、
最
初

は
随
分
と
、
と
ま
ど
い
も
あ
り
ま
し

た
が
、
最
近
若
い
お
客
さ
ん
も
増
え

て
、
店
も
若
返
っ
て
楽
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
」

靖
「
酒
屋
の
同
業
者
の
仲
間
、
ワ
イ

ン
の
専
門
家
た
ち
、
蔵
元
の
杜
氏
の

人
々
と
の
出
会
い
が
な
か
っ
た
ら
、

自
分
の
方
向
性
が
わ
か
ら
ず
に
い
た

と
思
う
．
」

紀
子
「
あ
な
た
が
お
酒
の
専
門
家
た

ち
と
交
流
が
あ
る
お
か
げ
で
、
い
ろ

い
ろ
な
お
酒
の
楽
し
み
方
が
分
か
っ

て
き
た
。
そ
う
い
う
こ
と
を
地
域
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
き
た

い
と
思
う
わ
。
ワ
イ
ン
を
楽
し
む
会

は
、
そ
ん
な
こ
と
か
ら
始
め
た
ん
で

す
。
」

靖
「
何
か
松
代
の
た
め
に
な
る
こ
と
、

と
言
っ
た
ら
俺
は
酒
屋
な
ん
だ
か
ら

酒
の
専
門
家
に
な
る
こ
と
な
ん
だ
。

い
な
か
の
酒
屋
じ
ゃ
な
く
て
、
い
な

か
に
住
ん
で
い
る
酒
の
専
門
家
に
な

る
こ
と
が
大
事
な
ん
で
す
。
去
年
の

　
　
き
き
ざ
け

暮
に
咽
酒
師
の
資
格
を
取
っ
た
の
で
、

今
度
の
目
標
は
ワ
イ
ン
・
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
だ
ぜ
！
」

紀
子
「
私
は
、
心
の
ゆ
と
り
を
表
現

で
き
る
よ
う
な
空
間
を
創
っ
て
い
き

た
い
わ
。
遊
び
心
ね
。
」
．

靖
「
遊
び
心
は
と
て
も
大
切
だ
と
思

う
。
遊
び
心
は
、
ど
ん
な
に
忙
し
い

人
で
も
、
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。
」

紀
子
「
そ
う
い
う
人
っ
て
、
仕
事
も

で
き
る
よ
ね
．
」

靖
「
十
日
町
の
ジ
ャ
ズ
共
和
国
の
幹

部
も
そ
う
で
す
。
み
ん
な
自
分
の
仕

事
は
キ
チ
ン
と
こ
な
し
て
い
る
。
俺

は
ま
だ
そ
こ
ま
で
は
で
き
な
い
け
ど
、

自
分
の
趣
味
を
仕
事
の
中
で
楽
し
ん

で
い
る
．
」

紀
子
「
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
個
人
経

営
の
お
店
っ
て
お
も
し
ろ
い
、
と
最

近
す
ご
く
思
う
。
」

靖
「
自
分
の
方
向
性
の
中
で
、
個
性

を
活
か
せ
る
か
ど
う
か
…
。
そ
れ
が

俺
た
ち
の
活
性
化
だ
な
。

　
↓
畏
①
犀
田
ω
く
＼

　
気
楽
に
や
ろ
う
ぜ
。
」

　男　　2，452人　　（一10人）

　女2，523人（一8人）
　計4，975人（一18人）
世帯数1，507世帯（＋5世帯）

　出生1人　　死亡10人
　転入23人　　転出32人

　　　（5年4月末日現在）

一人ロの動き一

圖
園
圏
圃

固匿膨匿1回
（3月26日～4月25日受付）

幸せ多い人生を（結婚）

武田桂一一・木原利恵子さん・

　　　（松代・釜田住宅）

　げんきな良い子に（出生）

　　み　　か
高橋実花ちやん浩一・ゆかりさん

　　　　（長女・田沢・新舎）
　　はる　な
久保晴菜ちゃん孝平路・百合子さん

　　（長女・松代・東北電力）

ご冥福を祈ります（死亡）

矢澤ワサさん　　　86歳

　　　　　　　（峠・山田屋）

宮澤亮一さん　　　　88歳

　　　　　　　（下山・親家）

小堺トミさん　　　85歳

　　　（蒲生・小堺ラジオ店）

石澤音松さん　　　　70歳

　　　　　　　（海老・板屋）

小山菊次郎さん　　　87歳

　　　　　　（桐山・四郎兵）

小堺シゲさん　　　91歳

　　　　　　（蓬平・平次郎）

本柳サヲさん　　　83歳

　　　　　　　（仙納・水上）

▼
六
月
九
日
に
皇
太
子
殿
下
と
小
和
田

雅
子
さ
ん
が
ご
成
婚
さ
れ
ま
す
。
雅
子

さ
ん
は
、
新
潟
県
と
縁
の
深
い
方
で
す

の
で
、
み
ん
な
で
お
祝
い
し
た
い
も
の

で
す
。
先
日
、
あ
る
新
聞
の
コ
ラ
ム
に

「
結
婚
は
喜
び
を
倍
に
、
悲
し
み
を
半

分
に
す
る
」
と
い
う
結
婚
ス
ピ
ー
チ
が

載
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
ご
家
庭

を
築
い
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
▼

「
結
婚
し
て
十
年
も
過
ぎ
れ
ば
、
文
句

は
倍
に
、
会
話
は
半
分
に
な
る
さ
」
と

か
、
「
女
房
の
シ
ワ
は
倍
に
、
亭
主
の
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ま
た

力
は
半
分
に
な
る
よ
」
と
い
う
巷
の
声

も
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
は
、

あ
く
ま
で
も
一
般
平
民
の
お
話
。
あ
な

た
の
ご
家
庭
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

世
の
亭
主
族
の
皆
さ
ん
、
「
君
を
全
力
で

守
り
た
い
」
な
ん
て
、
た
ま
に
は
寝
言

で
も
い
い
か
ら
言
っ
て
み
ま
す
か
…
…

●
●
●
o
●
●
り
〆
・
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¢わこつ）
あきないじょうず

＊商上手の仕入れ下手

客にものを売るのは上手であっ

ても、値段の高いものを仕入れ

たりするように仕入れが下手で

は、利益があがらないというこ
と。
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